
Keyword

特別な配慮を必要とする児童においては就学前施設と小
学校等々を円滑につなぐことが大切である。早期からの切れ
目のない、連続性をもった支援が必要である。そのためにも
保育所等の就学前施設と小学校とが、同じ方向を向いて関
わる必要性がある。
一方で、就学前施設での関わりが十分に小学校に引き継

がれているか、小学校が求める情報が引き継がれているかと

言うと十分な状況とは言えない。
そこで、本研究では保育所等の就学前施設と小学校の連
携について、保育者（リーダー的役割を担う職員を対象にし
た研修会に参加をしていた保育士等）と教員（小学校の特
別支援学級や通級による指導を担当している教員）の個別
の指導計画への認識の相違を通して検討したい。

特別な配慮を必要とする子どもの
幼保小連携について
～個別の指導計画をもとに考える～ 

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

幼保小連携
●特別な配慮を必要とする児童が就学前施設から小学校等へ進学するにあた
り、適切な情報の引継ぎについて検討をする

Point

●就学前施設の保育者に、小
学校のどのようなことを意識し
た関わりを求めるか

「有効な手立て」と「家庭環境と
の関わり」、「集団やルール」へ
の意識

「特性に合った支援」と「生活で
の成長過程」、「集団を活かす」
への意識がみられた。生活や集
団での状況などこれまでの成長
してきた過程を伝えたい

●小学校の教員に就学前施設
のどのような関わりを理解して
ほしいか
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